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米子市立図書館等と連携した県西部におけるビジネス支援サービス事業の充実について 

 
図 書 館  

 
鳥取県立図書館では、8 月にリニューアルオープンした米子市立図書館と産業支援機関と 

連携し、県西部におけるビジネス支援サービス事業の充実を図っている。 
 

１ 米子市立図書館における「県立図書館ビジネス図書コーナー」の開設 

8 月 17 日にリニューアルオープンした米子市立 

図書館のビジネス支援コーナーに、企業情報、 

業界情報、統計資料、マーケティング情報や 

西部の主要産業である食品、流通、貿易などに 

関する県立図書館の専門書約 300 冊を配架した 

コーナーを新たに設置した。 

また、県や市町村の経済動向や、指定の地域の 

消費購買力などの市場性が評価できる「商圏分析 

システムＭｉｅＮａ」を米子市立図書館で利用 

できるようにした。 

 

２ ビジネス支援に関する協定書の締結 

県西部の企業及び起業を目指す個人に対する支援体制を強化し、地域経済の活性化に貢

献するため、米子市立図書館と産業支援機関と協定を締結した。（6 月には、倉吉市立図書

館等と同様の協定を締結） 
（１）日時 10 月 10 日（木） 

（２）場所 米子市立図書館 研修室 

（３）協定調印者 

 一般社団法人鳥取県中小企業診断士協会  
公益財団法人鳥取県産業振興機構     

   株式会社日本政策金融公庫米子支店    
鳥取県立図書館             

   米子市立図書館             
（４）連携協定事項 

（ア）相談業務に関すること          

（イ）研修会及びセミナー等の実施に関すること 

（ウ）図書館のビジネス支援機能の活用に関すること 

（エ）相互の事業の広報に関すること 

（オ）その他目的達成に必要な連携、活動に関すること 

３ 米子市立図書館のビジネス相談会の開催 

米子市立図書館を会場に、協定調印者が連携し相談会を開催する。 
ア 中小企業診断士による「起業・経営なんでも相談会」（11 月 3 日開始） 

［日時］毎月第 1 日曜日・午後 1 時～ 

イ 日本政策金融公庫職員による「起業・事業融資相談会」 

［日時］アと同じ（開催日を同一にし、経営と融資の両立が相談できるようにした。） 

ウ 図書館職員による「ビジネス情報相談会」（10 月 18 日開始） 

 ［日時］毎月第 3 金曜日・午後 1 時～ 

 

 

 
「県立図書館ビジネス図書コーナー」 
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 仕事に必要な情報を探している方を対象とした、鳥取県立図書館、米子市立図 

書館の職員による情報相談会。図書館職員が資料やデータベース等を活用し、調 

査をサポートする。 

なお、県立図書館職員が館外で定期的に相談会を行うのは、米子がはじめて。 

 

４ 米子商工会議所「創業塾」への出前図書館 

10 月 23 日、米子商工会議所が行った創業塾（テーマ「マーケティング」）において、

県立図書館の職員が、図書館活用について紹介し、関係図書の展示やＭｉｅＮａによる 

情報提供を行った。 

 

５ ビジネスライブラリーフォーラム｢地域産業を支える公共図書館の可能性｣の開催  

米子市立図書館のリニューアル記念事業として、県民、企業、行政・図書館関係者が 

一堂に会し、地域の産業振興に貢献する図書館の可能性について考えるフォーラムを開催

した。 

（１）日時 10 月 25 日（金） 午後 1 時 30 分～4 時 30 分 

（２）場所 米子市立図書館 

（３）主催 鳥取県立図書館、米子市立図書館 

（４）共催 米子商工会議所ほか 

（５）内容  

   ア 挨  拶 県教育委員会次長、米子市長 

 

   イ 記念講演 「公共図書館におけるビジネス支援サービスの可能性」 

竹内 利明氏（ビジネス支援図書館推進協議会長・電気通信大学特任教授） 

   ウ 報  告 「鳥取県立図書館のビジネス支援と今後の展開」 鳥取県立図書館 

エ パネルディスカッション「地域の産業を支える公共図書館の可能性」 

   コーディネーター 糸賀 雅児氏（慶應義塾大学文学部教授） 

   パネリスト     杉原 弘一郎氏（米子商工会議所工業部会長、米子市文化財団理事長） 

               田中 義晴氏（税理士法人田中事務所専務） 

               沢田 克也氏（沢田防災技研代表取締役）ほか 

（６）参加者 87 名（企業関係者、産業支援機関、米子市商工関係職員、図書館関係者等） 

（７）参加者の主な感想 

    ・図書館のビジネス支援という機能を初めて知って、図書館のイメージが変わった。 

 ・図書館や、ＭｉｅＮａなどのデータベース、資料相談のプロである司書を仕事に活

用したいと思った。（後日、市町村図書館に資料相談に来られた参加者あり）     

 

６ 情報収集・活用力セミナーの開催（予定） 

（１）日時 12 月 21 日（土）・22 日（日） （２）場所 米子市立図書館 

（３）内容 図書館資料を用いた情報収集の方法、経営革新計画の戦略策定など 

 

７ 成果・課題 

・ 米子市立図書館や西部の産業支援機関と連携して各種事業を行うことにより、西部に

おけるビジネス支援の体制ができつつある。今後、具体的成果につなげていくことが

必要である。 

・ 西部でのビジネス支援の取組は、新聞・テレビ等で多数取り上げられ、特集も組まれ

たが、まだ知らない方が多いので、さらに周知を図る必要がある。 
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